
≪嶺南地域を観光を中心としたブドウ産地に≫ 

○ ブドウのもぎとり園で、誘客を促進 

    （舞鶴若狭自動車道の開通） 

 

○ 漁家民宿とタイアップし、宿泊客にブドウを提供 

    （漁家民宿の宿泊客数  H24、38.4万人） 

ブドウの振興方針  生 産 振 興 課 

嶺南地域（H25) 

1.0ha、2ｔ、0.05億円 

嶺南地域（H32） 

3.0ha、40ｔ、0.6億円 

≪砂丘地、丘陵地を県産ブドウの主要産地に≫ 

○ 水はけのよい砂丘地の特性を活かしたブドウ栽培の拡大 

   （0.6ha → 3.5ha） 

 

○ 丘陵地のナシ、カキの他に、ブドウを産地化 

   （1.1ha → 4.0ha） 

福井県産ブドウの生産目標 

砂丘地、丘陵地（H25） 

1.7ha、1ｔ、0.02億円 

砂丘地、丘陵地（H32） 

7.5ha、100ｔ、1.5億円 

県全域 

6.8ha、14ｔ、0.2億円 

県全域 

17ha、160ｔ、2.5億円 

Ｈ２５ Ｈ３２ 

収穫時期 

栽培面積を17 haまで拡大 
 
 

県内市場流通量の50％を供給 

① 名称、出荷箱、規格の統一 
 

② 贈答用３色詰め合わせ 
 

③ 県内量販店、直売所 

〔拡大目標〕 〔販売戦略〕 

（福井市場ブドウ取扱量 約380ｔ） 

８月上旬 ～ ８月中

藤稔 

シャインマスカット 

ブラックビート 

サニールージュ 

８月上旬 ～ ８月下旬 

８月中旬  ～  ９月中旬 

  ８月中旬    ～   ９月下旬 

（８月） （９月） 


